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人間と自然の関わり方

　この講義では、環境破壊が深刻化する現代において、我々人間が「自然との共生」という課題にいかに取り組
むべきかについて論じていきます。　
　講義の前半では、ヨーロッパ、アメリカ、インド、東アジアを事例に、先人達がどのように自然と付き合い、
自然と共生しながら独自の文化を築いてきたかを解説します。後半では、環境問題の実態と要因を説明したの
ち、現在取り組まれている自然環境保全・管理活動を紹介していきます。

第1回　オリエンテーション
第2回　自然と人間の関わり1：ヨーロッパの生活・文化 
第3回　自然と人間の関わり2：アメリカの生活・文化 
第4回　自然と人間の関わり3：インドの生活・文化 
第5回　自然と人間の関わり4：東アジアの生活・文化 
第6回　人間と自然環境資源1：大規模開発事業と自然破壊1 
第7回　人間と自然環境資源2：大規模開発事業と自然破壊2 
第8回　地球規模の自然1：地球温暖化問題 
第9回　地球規模の自然2：酸性雨と森林崩壊

第10回　地球規模の自然3：世界の食糧問題 
第11回　自然環境の保全・管理活動1：
　　　　　森林破壊への取り組み 
第12回　自然環境の保全・管理活動2：
　　　　　環境負荷軽減農業の試み 
第13回　自然環境の保全・管理活動3：
　　　　　製造業におけるリサイクル運動の試み 
第14回　自然環境の保全・管理活動4：
　　　　　ごみの排出削減の取り組み 
第15回　野外調査（予定）

参考書等を授業で紹介する。授業に必要な資料は随時配布する。
中学、高校のとき使っていた地図帳を持参することを勧める。

試験結果　50％　平常点　50％（授業毎の小問題）

なし

http://www.icc.ac.jp/


